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    守ってあげて。☆ヒメと花束☆
    　　　　～出会いあれば別れあり。～


 


職場のヒメが退職する事が正式に決まった時の事。


朝番のムードメーカーだった彼女が辞めるなんて考えてもいなかった。


ただでさえ、少数精鋭で頑張ってきたのに『本気で辞めるのか？？』と、


僕はヒメがいない朝番チームなんて(この先そうすりゃいいんだ)と本気で思った。


 


～いつものように、ヒメとカフェ屋でお茶をして帰る事ももうないのか。～


 


『私がいなくなっても橋本くんがいるから大丈夫でしょ！あと、橋本くんにお願いがあるの。』


ヒメは辞める数日前に僕を喫茶店に呼び出してそう言った。


 


『お願いってなんだ？？俺にできることならなんでもいいよ。』と元気なく答えたオレ。


 


～いつもと少し様子が違うヒメ。少し照れくさそうにこう言った。～


 


『私がいなくなったら、橋本くんがねぇさんを守ってあげて！』と、少し頬を赤くして瞳は少しうるっとさせてヒメはそう言った。彼女の切実な願いだろう。


 


『もう、橋本くんしかいないんだからね！ねぇさんをサポートできるのは橋本くんだけなんだから。』


(ばか。オレはねぇさんの彼氏じゃね～しさ。笑。仕事なら精一杯支えるのは当然だろ！)


 


『言われなくても解ってるよ。まっ、ヒメがいなくなるのは淋しいけどな！笑。心配しなくてもねぇさんのサポート役なら買ってでるぜ！』


 


～『ボス』と呼ばれてみんなから愛されキャラのねぇさん。誰もが応援したくなるような不思議な人だった。～


 


『ねぇさん』は、僕なんかよりもずっと努力家で休みも満足に取らないまじめな人。


休みがなくてクタクタになっても、お客様の前ではとびっきりの笑顔で接して…。


 


僕はゆったりと週に２日も休みを頂いても手取りで２５万から30万を貰って満足だった。


朝４時起きで５時の電車に乗って職場に向かい、定時の１５時にはクタクタで帰る。


ねぇさんは、休みも返上して出勤する時もあるし、夜の婚礼や宴会も手伝う時もある。


 


～そんながんばり屋さんな彼女の事を職場のみんなも大好きであった。～


 


～守ってあげてな。と、調理場のお兄さんからもヒメと同じように言われた。～


 


(だ・か・ら・オレはねぇさんの彼氏か？？笑。)と思ってしまう位に、『守ってあげて』の言葉をたくさんの方から言われたのを覚えている。それは、一重に『ねぇさんと僕』は仕事上で欠かすことのできないパートナーである事。ある意味では『戦友』なのだ。重いもの等は女性には持たせたくないと僕は思っていて、特にセッティングでは(みんなに楽させてあげる)事が朝番で唯一の男である自分の使命である。


 


 


『ヒメ。こんな俺でも精一杯にねぇさんをサポートするから安心しろよな。』


 


～ヒメの最後の勤務が終わると、いつものようにＢＡＲカウンターでささやかにお祝いをした。～


 


(ホント、世話になったからな。よし！！サプライズで花でもプレゼントするか！！)


 


僕も仕事を終わらせてからみんなにばれない様に


制服の上に薄いジャンパーを羽織って外に飛び出した。


ホテルの前に止まっているタクシーに飛び乗ると、


 


『運転手さん、この近くに花屋しりませんか？ご存じでしたら向かって頂けますか？？』


 


～中華街からは少し離れたところのお花屋さんに向かって車は走る。～


 


小さな店舗だけどとても素敵なお花屋さんに到着した。


綺麗な花を見ながらも(どんなのがいいんだろ？？)


花束をプレゼントするのも初めての経験で戸惑っていた。


『すいません！このオレンジの花で花束を作って頂けますか？？』


店員のおねぇさまが予算に合わせて素敵にオレンジの花束を創ってくれた。


 


『プレゼントですか？？素敵ですね☆』と店員さん。


 


『えぇ。職場の同僚が今日で最後の勤務でして。流行りのサプライズってヤツです。笑。』と、照れ隠しで僕は正直に言った。(まぁ。せめてもの、気持ちって事でさ。喜んでくれるかな？？ヒメの奴。笑。)


 


～タクシーでホテルまで戻り。ロビーを抜け、みんながいるレストランのＢＡＲカウンターへ。～


 


『ヒメ！お疲れ様～！！今までありがとうなぁ～☆』そう言ってヒメに花束を手渡した。


 


『え？？』一瞬びっくりした表情のヒメ。


 


『うわぁ～☆王子ありがとう♪♪私が一番好きな色☆なんで王子が知ってるのよっ！笑っ☆』と、最後の最後まで憎まれ口を叩く。全く小悪魔の彼女らしいリアクションだ。


 


～後日、ヒメからの御礼の電話～


 


『あの時さぁ～。私。本当に感激してめちゃくちゃ嬉しかったんだよ。オレンジも一番好きな色なの。』


 


『へぇ～。女は花束のプレゼントがそんなに嬉しいのか？？ヒメ、そのアイデア貰ったぜ！笑。』


 


～女性へのプレゼントに迷ったら。～


～お花をプレゼントして喜ばない女性はいないのだと思う。３歩くんなのです。～
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